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 平成 30 年2 月 21日（水）に、大滝小学校

音楽室にて、委員１０名、事務局員３名の参加

の下(欠席１名)、第３回学校運営協議会を開催

しました。今回は、今年度の学校評価の結果と

平成 30年度の学校経営方針について両校から

説明があり、質疑，意見交換がなされました。

主な報告・協議の内容は以下の通りです。 

１．平成 29年度学校評価について 

大滝小・中両校の教頭から、12 月に実施し

た学校評価（児童・生徒アンケート、保護者ア

ンケート、教職員アンケート）についての結果

と分析について報告がありました。それぞれの

項目において、両校の取組が順調に成果を上げ

ている内容についてや、次年度に向けての課題

等についての説明がありました。 

両校の報告に対して、委員の皆様から出され

た主な質問・意見は次の通りです。 

① 子どもと保護者で意識に違いが見られる

項目はないか。 

→概ね一致しているが、一部「挨拶の励行」

等で若干の意識の違いが見られる。 

② 地域での子ども達の挨拶の様子はどうか。 

→中学生の挨拶はとてもよい。小学生もやや

気後れしている様子は見られるものの、最

近は意識してよく挨拶してくれることが

多くなった。改善の傾向があり、今後も大

人が根気よく続けるしかない。 

２．平成 30年度学校経営方針について 

大滝小・中両校の校長から、平成 30 年度の

学校経営方針について、学校改善プランやグラ

ンドデザインの資料をもとに、「確かな学力の

向上」や「豊かな心を培う教育」等について説

明がありました。 

両校の説明に対して、委員の皆様から次のよ

うな質問・意見が出されましたが、最終的に、

少人数での取組に激励をいただきながら、全会

一致で承認されました。 

① 道徳の教科化や学習指導要領の改訂に向

けて準備は大丈夫か。 

→次年度からの移行措置期間に向けて、準備

を進めている。 

② その他 

義務教育学校の学校経営に関する骨子に

ついての議論の仕方や、各校における職員

の配置等について、意見がありました。ま

た、平成 30 年度の第１回学校運営協議会

は５月開催予定で確認されました。 

※今回の学校運営協議会をもちまして、今年度の事業をすべて終了いたしました。10 名の委員の

皆様には、お忙しい中でのご出席、そして、両校に対して貴重なご意見や励ましのお言葉をいた

だき、誠にありがとうございました。 


